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春
は
、
火
の
取
り
扱
い
へ
の
注
意

が
緩
み
が
ち
に
な
る
季
節
で
す
。
ま

た
、
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
風
の
強
い
日
が

多
く
な
り
ま
す
。
家
庭
で
の
火
の
用

心
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
や
外
出
先
な

ど
で
も
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

留
萌
消
防
署
で
は
、
火
災
発
生
へ

の
危
険
性
が
高
ま
る
こ
の
時
期
に
火

災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
を
は
じ
め
、
火
災
予
防

に
関
連
す
る
各
種
行
事
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●  誌面に対するお問い合わせ先  ●

　　　留萌消防組合 留萌消防署

　　　　　予防課予防係

　　　42-2296 　　43-5150

春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
正
し
く
作

動
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
維
持
管

理
が
大
切
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
６
年
目
と
な
り
、
手
入
れ
が
行

き
届
い
て
い
な
も
の
や
交
換
が
必
要

な
も
の
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
正
し
く

作
動
し
な
く
て
は
、
せ
っ
か
く
住
宅

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

定
期
的
に
点
検
を

火災から　生命を　守ろう

FAX

　

留
萌
消
防
組
合
で
は
、
消
防
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
火
災
予
防
に
関
す
る
相
談
も

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

春の火災予防運動春の火災予防運動
平成 28年４月 20 日 　～４月 30 日

【全国統一防火標語】
　「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

【留萌消防組合テーマ】
　「火災から　生命を　守ろう」

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
雪
が
解
け

て
野
外
で
の
活
動
が
増
え
る
こ
と
か

ら
、
草
刈
り
機
を
使
用
し
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
発
電
機
を
使
用
す
る

機
会
が
増
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
機
械
の
燃
料
を
補
給
す
る
た
め

に
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
を
使
用
す
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
は
、
誰
で
も
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
取
り

扱
い
方
法
を
間
違
え
る
と
大
規
模
な

火
災
発
生
の
原
因
に
な
り
、
大
変
危

険
で
す
。

　

平
成
23
年
に
京
都
府
福
知
山
市
の

花
火
大
会
で
発
生
し
た
火
災
は
、
ガ

ソ
リ
ン
携
行
缶
が
炎
天
下
に
長
時
間

置
か
れ
た
こ
と
な
ど
で
高
温
に
な

り
、ガ
ソ
リ
ン
が
気
化
し
て
噴
出
し
、

爆
発
的
に
燃
焼
し
た
こ
と
が
原
因
で

起
き
た
火
災
で
、
死
者
３
人
、
負
傷

者
56
人
と
い
う
痛
ま
し
い
も
の
で
し

た
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
火
災
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
も
、
上
記
の
「
ガ
ソ

リ
ン
携
行
缶
を
正
し
く
使
う
６
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
し
っ
か
り
と
守
り
、

安
全
に
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
も
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
火
災
が
発
生
し
た

場
合
、
火
災
に
気
付
か
ず
に
逃
げ
遅

れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
今
一

度
、
ご
自
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
作
動
確
認
を
行
い
、
必
要
な
も
の

は
手
入
れ
ま
た
は
交
換
を
お
願
い
し

ま
す
。

※期間中は午後８時にサイレンを吹鳴します。

「地域の安心と安全を守るために、

あなたにもできることがあります」

【 容器 】
 ・灯油用ポリエチレン缶（ポリ容器）
にガソリンを入れることは非常に
危険です。
消防法により禁止されていますの
で、絶対にしないでください。

【 購入 】
 ・セルフ式ガソリンスタンドでは、
購入者自らがガソリンを容器に給
油および詰め替えることは消防法
で禁止されています。

【 保管 】
 ・ガソリンを容器に入れ、直射日光
が当たる場所や高温になる場所に
長時間放置しないでください。ま
た、不必要に保管することは避け
ましょう。

【 取り扱い 】
 ・ガソリン携行缶を使用の際は、取
扱説明書をよく読み正しく使用し
ましょう。また、古くなってきた
ものは、劣化がないか十分に点検・
確認してから使用しましょう。

【 噴出事故防止 】
 ・ふたを空ける前は、「周囲の安全
確認」「容器のエア抜き」「高温の
場所は避ける」「エンジンの停止」
を徹底し、取り扱いには十分に注
意してください。

【 危険性 】
 ・ガソリンは、気温マイナス 40 度
でも気化し、小さな火や火元から
離れていても引火する恐れがあり
ます。また、燃え始めると爆発的
に燃焼する危険な物質です。

※留萌消防組合では、住宅用火災警報器などの販売は一切行っていません。

■住宅用火災警報器
▼音声または火災警報器音が鳴り、火災の発生をお
知らせします。
●音が鳴らない場合
　①電池が正しくセットしているか確認してください。
　②それでも鳴らない場合は、「電池切れ」または
　　「機器本体の故障」です。

ピーピーピー
火事です！

ガソリン携行缶を
正しく使う
６つのポイント

ガソリン携行缶を
正しく使う
６つのポイント


